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『酔い子の旅のしおり』              江澤 香織／著  マイナビ ２０１５ 

 

全国各地のおしゃれな日本酒スポットが紹介されています。新潟は「酒蔵数日本一、

最強日本酒王国」と銘打たれており、新潟のお酒に対する熱い想いが著者にも伝わって

いるようです。長岡の「十分盃」が「ユニークなカラクリ盃」と紹介されています。 

『作家の酒』                コロナ・ブックス編集部／編  平凡社 ２００９ 

 

酒好きの作家は酒をどう表現し、作品にするのか。飲み方もさまざま、酒の肴もさま

ざま、酒にまつわるエピソードもさまざまな作家たちの顔を見ることができます。本書

を手掛かりに酒文学の世界を知るのもよいかもしれません。 

『酒と器のはなし』                 佐藤 伸雄／著  海鳥社 ２００５ 

 
酒を入れる器といえば、杯、徳利、それとも日本酒鑑定に使われる底に青い丸模様が

入った利猪口（ききじょく）でしょうか。本書で登場する縄文時代にアルコールを生成

するために作られた「有孔土器」の古さには驚きです。 

『日本の酒うんちく百科』            永山 久夫／著  河出書房新社 ２００８ 

 

人と酒のつきあいは古く、古代から現代に至るまでの長い間に培われた関係は深く広

くなっています。マニアックな知識を仕入れたい方は、古今東西の酒にまつわる話題を

集めた本書をおすすめします。 


